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ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2023年度 
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２０２４年 ２月１３日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ東海ユニオンは２月７日、ホテルアソシア静岡において第

３８回定期中央委員会を開催し、２０２４春季生活闘争方針をは

じめとする当面の活動方針を満場一致で決定した。ＪＲ連合から

は、住吉一家労働政策局長が参加した。 

冒頭、あいさつした尾内裕昭中央執行委員長（ＪＲ連合副会長）

は、2023年の取り組みを振り返るとともに、「安全の確立」「組織

の活性化」「ハートフルカンパニーの実現と２０２４春季生活闘

争」「組織課題への対応」など、当面の活動に対する考えを明ら

かにした。そして、引き続き組織一丸となって活動に取り組み、

２０２４春季生活闘争で大きな成果を収めるよう、「ＯＮＥチームとなって突き進もう」

と呼びかけた。 

ＪＲ連合の住吉労働政策局長は、コロナ禍の反省と教訓を踏まえた次なるパンデミッ

クに備える取り組みや２０２４春季生活闘争を取り巻く情勢を報告するとともに、「今次

闘争はデフレ経済から脱却できるかどうかの正念場。社会を支える一員として、賃金も物

価も安定的に上昇する経済社会への転換を目指し、労使でマインドを変革させなければ

ならない」と訴え、価格転嫁の推進や政策課題の解決など、労使で解決できない問題に対

してはＪＲ連合が積極的に取り組み、各単組の労使協議を後押ししていく考えを示した。 

 議事では、執行部から「標準乗数４とし

た定期昇給の年度初完全確保」「純ベア１

０，０００円を含む月例賃金総額３％以

上の改善」「夏季手当３．０箇月」などを

柱とする２０２４春季生活闘争方針をは

じめ、当面の活動方針（案）が提起された。

これに対して、20 名の中央委員が発言に

立ち、「安全の確立」「組織強化・拡大」「人

事・賃金制度の見直し」「2024年問題への対応」など多くの意見が出された。２０２４春

季生活闘争方針に対しては賛同する意見が大勢を占め、春闘勝利に向けた機運が醸成さ

れた。その後、執行部からの中間答弁、今井孝治書記長による総括答弁を経て、全ての議

案が満場一致で採択された。 

ＪＲ連合は、２０２４春季生活闘争にかかる情報の提供・共有等の側面支援を行いつ

つ、中長期視点も持ちながら、労働政策における更なる連携を深めていく。 

ハートフルカンパニーの実現に向けた 2024 春季生活闘争方針を決定 

尾内中央執行委員長 


